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一 般 質 問の し ろ 市 議 会 だ よ り 　
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認
知
症
条
例
を
制
定
し
、
施
策
推
進
の
考
え
は

質　

既
に
制
定
さ
れ
て
い
る
12
自
治
体
の
条
例
を
参
考
に

認
知
症
基
本
法
の
制
定
前
か
ら
先
行
的
に
条
例
を
制
定
し
、

後
々
国
で
認
知
症
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
時
に
上
位
法
の
兼

ね
合
い
で
見
直
す
こ
と
で
良
い
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

答　

認
知
症
基
本
法
の
審
議
は
、
令
和
元
年
に
提
出
さ
れ
て

以
降
、
継
続
審
査
が
続
い
て
お
り
、
基
本
法
と
し
て
の
基
本

理
念
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
段
階
で
条
例
を
制
定
す
る
こ

と
は
適
切
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
市
で
は
、
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
く
施
策
を
推
進
し
て
い
く
が
、
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
は
、
認
知
症
基
本
法
案
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
必
要
性
も
含
め
、
検
討
し
て
い
く
。

今
後
に
お
け
る
中
学
校
部
活
動
の
在
り
方

質　

県
の
部
活
動
指
導
の
地
域
移
行
に
向
け
た
実
践
研
究
を

市
で
行
っ
て
い
る
。
中
学
生
は
原
則
全
員
部
活
動
入
部
だ
が
、

地
域
部
活
動
に
属
す
れ
ば
、
学
校
部
活
動
に
属
し
て
い
る
の

と
同
じ
扱
い
に
な
る
の
か
。

答　

学
校
で
の
部
活
動
が
地
域
へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
地
域
部
活
動
も
学
校
部
活
動
と
同
等
の
扱
い
に
な
る
と
考

え
る
。
部
活
動
が
学
校
か
ら
地
域
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り

選
択
肢
が
増
え
、
自
身
が
望
む
競
技
の
部
活
動
へ
の
参
加
が

可
能
と
な
り
、
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
部
活
動
の
実
現
に

つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
市
政
の
構
想
企
画
に
お
け
る
自
主
企
画
の
考
え
は

○
中
学
生
の
英
検
受
験
料
を
補
助
す
る
考
え
は

○
松
く
い
虫
被
害
木
の
処
理

市
役
所
内
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
周
知
を

質　

本
市
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
と
の
理

念
の
も
と
、
持
続
可
能
な
世
界
を
目
指
す
た
め
、
職
員
の
名

刺
及
び
市
役
所
の
課
や
係
の
看
板
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ア
イ
コ
ン

を
書
き
込
み
、
市
民
に
周
知
す
べ
き
で
は
。

答　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
国
連
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
持

続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
国
際
社
会
共
通
の
目
標

で
あ
り
、
市
が
取
り
組
む
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
そ
の

理
念
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ア
イ
コ

ン
に
よ
る
周
知
活
動
に
つ
い
て
は
、
機
運
醸
成
の
ツ
ー
ル
の

一
つ
と
し
て
活
用
を
検
討
す
る
。

母
子
手
帳
ア
プ
リ
の
導
入
と
福
祉
医
療
制
度

質　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
に
対
応
し
た
母
子
手
帳

ア
プ
リ
を
導
入
し
、
支
援
が
必
要
な
人
に
正
し
い
情
報
を
発

信
す
る
考
え
は
。
ま
た
、
子
育
て
世
代
へ
経
済
的
負
担
軽
減

の
た
め
に
新
た
な
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
す
べ
き
で
は
。

答　

子
育
て
家
庭
に
お
け
る
負
担
や
不
安
の
軽
減
、
孤
立
化

の
防
止
に
つ
な
げ
、
市
の
子
育
て
支
援
体
制
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
た
め
、
ア
プ
リ
の
導
入
は
有
効
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。
福
祉
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
か
ら
、
現
在
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
課
税
世
帯
の
高
校

生
等
ま
で
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
と
し
、
今
後
具
体
的
な
軽

減
内
容
や
実
施
時
期
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
学
校
給
食
に
お
け
る
子
育
て
支
援
策

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
助
成
の
考
え
は

質　

全
国
で
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
公
的
助
成
が

広
が
っ
て
い
る
。
補
聴
器
の
普
及
で
、
高
齢
に
な
っ
て
も
生

活
の
質
を
落
と
さ
ず
心
身
と
も
健
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答　

補
聴
器
は
購
入
後
も
何
度
か
調
整
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
使
用
す
る
方
に
と
っ
て
最
適
な
状
態
を
見
つ
け
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
な
る
た
め
、
購
入
し
て
も
合
わ
ず
に
使
用
し

な
い
方
も
い
る
。
現
在
、
軽
度
・
中
等
度
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
に
つ
い
て
、
補
装
具
費
の
支
給
制
度
で
対
応
す
る
こ
と

を
国
に
要
望
し
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
、
全
国
市
長
会
を

通
じ
て
要
望
し
て
い
く
。

国
保
税
に
お
け
る
子
供
の
均
等
割
の
軽
減

質　

国
保
税
の
均
等
割
は
、
子
育
て
世
帯
な
ど
家
族
の
多
い

世
帯
の
保
険
税
が
高
く
な
る
要
因
で
あ
る
。
子
育
て
支
援
に

逆
行
す
る
と
の
声
が
あ
り
、
国
へ
支
援
を
求
め
つ
つ
、
市
独

自
に
均
等
割
軽
減
を
高
校
生
世
代
ま
で
実
施
す
る
考
え
は
。

答　

子
供
の
均
等
割
に
つ
い
て
、
18
歳
未
満
の
被
保
険
者
が

い
る
世
帯
の
約
６
割
が
、
所
得
を
基
準
と
し
た
７
割
、
５
割
、

２
割
の
軽
減
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
全
世
代
対
応
型

の
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一

部
改
正
法
に
よ
り
未
就
学
児
に
係
る
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ

る
こ
と
、
ま
た
、
負
担
の
公
平
性
の
観
点
等
か
ら
、
市
独
自

で
軽
減
に
取
り
組
む
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
鶴
形
地
内
水
路
の
抜
本
的
な
整
備
を

○
中
国
木
材
株
式
会
社
の
能
代
工
業
団
地
進
出

大 

髙　
　

翔

平
政
・
公
明
党

大
河
の
会

渡 

辺　

優 

子

改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
市
民
の
声
、

シ
リ
ウ
ス
、
日
本
共
産
党
）
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彦


